「さあ、 それが 見た と 言って 好い か、 見ない と 言って 

好い か、 不思議な ことにな つてい るので すが、 —— 」 

「見た と 言って 好い か、 見ない と 言って 好い か、 —— 」 

惲南田 は 訝しそう に、 王 石 谷の 顔へ 眼 を やった。 

「模本で も ご覧に な つたので すか？」 

しんせき 

「いや、 模本 を 見た ので もない のです。 とにかく 真蹟 

は 見た のです が、 —— それ も 私ば かりではありません。 

えんかく せんせい おうじ びん 

この 秋 山 図の ことに ついては、 煙 客 先生 (王 時敏) や 

れんしゅう せんせい おうかん いんねん 

廉州 先生 (王 鑑) も、 それぞれ 因縁が おありな のです」 

のち かんがえぶ 力 

王 石 谷 はまた 茶 を 啜った 後、 考 深そう に 微笑した。 

「ご 退屈で なければ 話しましょう か？」 



「どうぞ」 

どうけい いんぎん 

惲南田 は 銅 檠の火 を搔き 立ててから、 慇憝に 客 を 促 

した。 

氺氺氺 

げんさい せんせい とうきしょ う ざいせいちゅう 

元宰 先生 (董 其昌) が 在世中の ことです。 ある 年の 

秋 先生 は、 煙 客 翁と 画 論 をして いる 内に、 ふと 翁に、 

こうい つぼう 

黄 一 峯の秋 山 図 を 見た かと 尋ねました。 翁 は ご 承知の 

とおり 画 事の 上で は、 大 癡を宗 としていた 人です。 で 

すから 大癡の 画と いう 画 は いやしくも 人間に ある 限リ、 



ところが 潤 州へ 来て 観る と、 楽み にして いた 張 氏の 

家と いうの は、 なるほど 構え は 広そう です が、 いかに 

かき つた から 

も 荒れ果てて いるので す。 墙には 蔦が 絡んで いるし、 

にわと リ あひる 

庭に は 草が 茂って いる。 その 中に 鶏 や 家鴨な どが、 

客の 来たの を 珍しそう に 眺めて いると いう 始末です か 

ら、 さすがの 翁 もこん な 家に、 大癡の 名画が あるの だ 

げんさい せんせい 

ろうかと、 一 時 は元宰 先生の 言葉が 疑いた くな つたく 

らいでした。 しかし わざわざ 尋ねて 来ながら、 剌も通 

ま-しもう 

ぜ ずに 帰る の は、 もちろん 本望ではありません。 そこ 

で 取次ぎ に 出て 来た 小厮 に、 ともかくも 黄 一峯の 秋 山 

のち しはく 

図 を 拝見した いという、 遠来の 意 を 伝えた 後、 思 白 先 



こうぼう ざん おうてん 

濃淡 を 重ねてい ます。 山 は 高 房 山の 横 点 を 重ねた、 

新 雨 を 経た ような 翠 黛です が、 それが また 硃を 点じた、 

しょしょ そうりん こうよう 

所々 の 叢林の 紅葉と 映 発して いる 美し さは、 ほとんど 

何と 形容して 好い か、 言葉の 着けよう さえありません。 

こういうと ただ 華 & な 画の ようです が、 布置 も 雄大 を 

ひつぼく こんこう きわ 

尽 していれば、 筆墨 も 渾厚を 極めてい る、 —— いわば 

らん ぜん うち くうれい たんとう おのず か みなぎ 

爛 然とした 色彩の 中に、 空 霊 澹蕩の 古 趣が 自ら 漲つ 

ている ような 画な のです。 

煙 客 翁 はまる で 放心した ように、 いつまで もこの 画 

を 見入って いました。 が、 画 は 見て いれば 見て いる ほ 

ど、 ますます 神妙 を 加えて 行きます。 



「いや、 別に 不審と いう 訳で はない のです が、 実は、 

—— 」 

主人 は ほとんど 処子 のように、 当惑そう な 顔 を 赤め 

ました。 が、 やっと 寂しい 微笑 を洩 すと、 おずおず 壁 

上の 名画 を 見ながら、 こう 言葉 を 続ける のです。 

「実は あの 画 を 眺める たびに、 私 は 何だか 眼 を 明い 

たま ま、 夢で も 見て いるよう な 気がする のです。 なる 

しゅう ざん 

ほど 秋 山 は 美しい。 しかし その美し さは、 私 だけに 

見える 美し さで はない か？ 私 以外の 人間に は、 平凡 

な 画 図に 過ぎない ので はない か 9 なぜか そういう 

疑いが、 始終 私 を 悩ませる のです。 これ は 私の 気の 迷 



が、 どうしても 忘れられな いのは、 あの 眼 も 覚める 

しゅう V.- んず たいち ほうとう えんかくおう 

ような 秋 山 図です。 実際 大 凝の 法燈を 継いだ 煙 客 翁の 

身に なって 見れば、 何 を 捨てても あれ だけ は、 手に入 

しゅうし ゆ. つか 

れ たいと 思った でしよう。 のみならず 翁 は 蒐集 家 で 

うち おうごん い つ 

す。 しかし 家蔵の 墨 妙の 中で も、 黄金 二十 縊に 換えた 

リ えいきゅう さんいん はんせつず 

という、 李 営 丘の 山陰 泛雪 図で さえ、 秋 山 図の 神 趣に 

そんしょく まぬ か 

比べる と、 遜色の あるの を 免れません。 ですから 翁 

き だ い こうい っぽう 

は 蒐集 家と しても、 この 稀代の 黄 一峯が 欲しくて たま 

ら なくな つたので す。 

そこで 潤 州に いる 間に、 翁 は 人 を 張 氏に 遣わして、 

秋 山 図 を 譲っても らいたい と、 何度も 交渉して みまし 



雨 夜 止宿 図 ゃ自寿 図の ような 傑作 も、 残って いると い 

うこと を 告げました。 

「前にお 話す るの を 忘れた が、 この 二つ は 秋 山 図 同様、 

※苑 〔# 「糸+ 貴」、 174- 下 の 奇観と も 言うべき 作で 

す。 もう 一度 私が 手紙 を 書く から、 ぜひ これ も 見て お 

おきなさい」 

煙 客 翁 はすぐ に 張 氏の 家へ、 急の 使 を 立てました。 

しゅさつ ほか あがな 

使 は元宰 先生の 手札の 外に も、 それらの 名画 を購ぅ 

たくき ん 

べき 橐金を 授けられて いたのです。 しかし 張 氏 は 前の 

こう い っぽう がえん 

とおり、 どうしても 黄 一 峯 だけ は、 手 離す こと を 肯 じ 

しゅう ざん ず ほか 

ません。 翁 はついに 秋 山 図に は 意 を 絶つ より 外 はなく 



なりました。 

* 氺氺 

おうせき こく つぐ 

王 石 谷 はちよ いと 口 を噤ん だ。 

わたし えんかく せんせい 

「これまで は 私が 煙 客 先生から、 聞かせられた 話な 

のです」 

「では 煙 客 先生 だけ は、 たしかに 秋 山 図 を 見られた の 

です か？」 

うんなん でん ひげ ぶ 

惲南田 は 髯を撫 しながら、 念 を 押す ように 王 石 谷 を 

見た。 



「先生 は 見た と言われる のです。 が、 たしかに 見られ 

たの かどう か、 それ は 誰に も わかりません」 

ようす 

「しかしお 話の 容子 では、 —— 」 

さ 

「まあ 先 をお 聴きく ださい。 しまいまで お聴きく ださ 

おのず か わたし 

れば、 また 自 ら 私と は 違った ぉ考が 出る かもしれ 

ません」 

すす び び 

王 石 谷 は 今度 は 茶 も 啜らずに、 娓々 と 話 を 続け だし 

た。 

* 氺氺 



大癡の 秋 山 図を献 じに 来たと かいう ことです。 そうし 

て 王 氏 は 喜びの あまり、 張 氏の 孫 を 上座に 招 じて、 

かき きょ う え ん 

家 姫 を 出したり、 音楽 を 奏したり、 盛な 饗宴 を 催した 

あげく、 千金 を 寿に したと かいう ことです。 私 は ほと 

じゃくやく そうそう ごじつ さい けみ のち 

んど 雀躍し ました。 滄桑 五十 載を閲 した 後で も、 秋 

山 図 はや はり 無事だった のです。 のみならず 私 も 面識 

が ある、 王 氏の 手中に 入った のです。 昔 は 煙 客 翁が い 

み きじん 

くら 苦心 をしても、 この 図 を 再び 看る こと は、 鬼神が 

悪む のかと 思う くらい、 ことごとく 失敗に 終りました _ 

しょう リょ 

が、 今 は 王 氏の 焦慮 も 待たず、 自然と この 図が 我々 の 

しんろう 

前へ、 蜃楼 のように 現れた のです。 これ こそ 実際 天 縁 



ほ. » 

が、 熟した と言う 外はありません。 私 は 取る 物 も 取り 

きんしょ う て いたく 

あえず、 金閭 にある 王 氏の 第 宅へ、 秋 山 を 見に 出かけ 

て 行きました。 

今でも はっきり 覚えて いますが、 それ は 王 氏の 庭の 

ぼたん ぎょくらん そと ひるす 

牡丹が、 玉 欄の 外に 咲き誇った、 風の ない 初夏の 午 過 

ぎです。 私 は 王 氏の 顔 を 見る と、 揖も すます かすま さ 

ない 内に、 思わず 笑いだ してし まいました。 

「もう 秋 山 図 はこ ちらの 物です。 煙 客 先生 も あの 図で 

は、 ずいぶん 苦労 をされ たもので すが、 今度 こそ は ご 

安心な さるでしょう。 そう 思う だけで も 愉快です」 

王 氏 も 得意満面でした。 



きょう れんしゅう 

「今日は 煙 客 先生 や 廉州 先生 も 来られる はずです。 

が、 まあ、 お出でになった 順に、 あなたから 見て もら 

いましょう」 

王 氏 は 早速 かたわらの 壁に、 あの 秋 山 図 を 懸けさせ 

► J う よう うず はくうん 

ました。 水に 臨んだ 紅葉の 村、 谷 を 埋めて いる 白雲の 

むれ おちこち そば だ びょうぶ せい 

群、 それから 遠近に 側 立った、 屏風の ような 数峯の 青、 

—— たちまち 私の 眼の 前に は、 大癡 老人が 造り だした、 

天地よりも さらに 霊妙な 小天地が 浮び 上った のです。 

私 は 胸 を 躍らせながら、 じっと 壁 上の 画 を 眺めました。 

うんえんき ゆうがく まぎ こうい っぽう ちおう 

この 雲煙 邱壑 は、 紛れ もない 黄 一 峯 です、 癡翁を 除 

なんぴと しゅん てん 

いて は 何人も、 これほど 皴点を 加えながら、 しかも 墨 



「五十 年 前に 秋 山 図 を 見た の は、 荒れ果てた 張 氏の 家 

きょう ふうき 

でした が、 今日は またこう いう 富貴のお 宅に、 再び こ 

の 図と めぐり 合いました。 まことに 意外な 因縁です」 

煙 客 翁 はこう 言 いながら、 壁 上の 大癡を 仰ぎ見 まし 

た。 この 秋 山が かって 翁の 見た 秋 山 かどう か、 それ は 

もちろん 誰よりも 翁 自身が 明らかに 知つ ている はずで 

よ. つす 

す。 ですから 私 も 王 氏 同様、 翁が この 図 を 眺める 容子 

かぜん 

に、 注意深い 眼 を 注いで いました。 すると 果然 翁の 顔 

も、 みるみる 曇った ではありません か。 

のち 

しばらく 沈黙が 続いた 後、 王 氏 はいよ いよ 不安そう 

に、 おずおず 翁へ 声をかけました。 



せきこく ほ 

「どうです？ 今 も 石 谷 先生 は、 たいそう 褒めて くれ 

ましたが、 —— 」 

私 は 正直な 煙 客 翁が、 有体な 返事 をし はしない かと、 

内心 冷や冷やして いました。 しかし 王 氏 を 失望させる 

の は、 さすがに 翁 も 気の毒だった のでしょう。 翁 は 秋 

山 を 見 終る と、 叮 if に 王 氏へ 答えました。 

「これが お 手に はいった の は、 あなたの ご 運が 好い の 

かぞう しょほう のち 

です。 ご 家蔵の 諸 宝 もこの 後 は、 一段と 光彩 を 添える 

ことでしょう」 

しかし 王 氏 はこの 言葉 を 聞いても、 やはり 顔の 

ゆうしょく 

憂色が、 ますます I 木くなる ばかりです。 



れんしゅう しゅう ざん しん い つ 

ました。 廉州 先生 はま だ 翁から、 一度 も 秋 山の 神 逸 

を 聞かされた ことがなかった のです。 

かんさい 

「どうでしょう？ あなたの ご鑑裁 は」 

たんそく あいかわらず 

先生 は 歎息 を 洩らした ぎり、 不相変 画 を 眺めて いま 

した。 

うか か 

「ご 遠慮のない ところ を 伺いたい のです が、 —— 」 

王 氏 は 無理に 微笑しながら、 再び 先生 を 促しました _ 

「これです か？ これ は —— 」 

廉州 先生 はまた ロを噤 みました。 

「これ は？」 

「これ は癡翁 第一 の 名作でしょう。 —— この 雲煙の 濃 



「その i 王 氏 も 熱心に、 いろいろ 尋ねて みたそう です 

が、 やはり 癡 翁の 秋 山 図と 言えば、 あれ 以外に 張 氏 も 

知らなかった そうです。 ですから 昔 煙 客 先生が 見られ 

たという 秋 山 図 は、 今でも どこかに 隠れて いるか、 あ 

るい は それが 先生の 記憶の 間違いに 過ぎない のか、 ど 

ちらと も 私に はわ かりません。 まさか 先生が 張 氏の 家 

まぼろし 

へ、 秋 山 図 を 見に 行かれた ことが、 全体 幻 でも あり 

ます ま レし 」 

えんかく せんせい うち 

「しかし 煙 客 先生の 心の中に は、 その 怪しい 秋 山 図が、 

はっきり 残って いるので しょう。 それから あなたの 心 

の 中に も、 —— 」 



「山 石の 青 緑 だの 紅葉の 硃の色 だの は、 今でも ありあ 

リ HD? える ようです I 

「では 秋 山 図がない にしても、 憾む ところ はないで は 

ありません か？」 

うんおう たなごころ う 

惲 王の 両 大家 は、 掌 を拊 つて 一 笑した。 
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